
                     

 

 

               

※ホームページにも掲載しています 

1年間、ありがとうございました 
早いもので令和７年度が終わります。大門小学校の子供たちは、これまでにもこの学校

だより「三輪の結 大門っ子の本気」でお伝えしてきたとおり、何事にも「本チャレ」で

取り組み、ここぞというときにみんなでぐっと盛り上がり、力を発揮してくれる、とても

素晴らしい子供たちだということを感じてきました。これも保護者や地域の方々に温かく

見守られ、素直に教職員の指導を受け入れてくれるからだと思っております。 

この１年間、本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、本当にありがとうございま

した。 

本チャレな卒業式 とても立派だった卒業生＆在校生 

３月 17 日（火）快晴のもと、111 名の６年生

が大門小学校を巣立っていきました。卒業証書

授与式では、担任の呼名に対して「はいっ」と

大きな声で返事をしました。これまでの練習よ

りも自信に満ち溢れ、堂々とした態度は本当に

立派でした。授与の場面では、私（福山）は一

人一人に小さな声で「おめでとう」と伝えまし

た。子供たちは、にっこりとほほ笑んだり、き

りっとした顔でこくんとうなずいたりしてくれ

ました。 

「旅立ちの詩」（呼びかけ）では、これまで

の小学校生活の思い出や保護者や地域の方、教

職員への感謝の言葉等を、一人一人が自分の言

葉に責任をもって大きな声で言いました。ま

た、「絆」の合唱は、大変すばらしく、グッと

くる歌詞が感動の涙を誘いました。 

在校生の式に臨む態度も大変素晴らしかった

です。ちょっと長い式辞でしたが、壇上から見えた在校生は微動だにせず、話を聞いてく

れていました。在校生の呼びかけも大変立派で、「大門の大空」の歌声は、とても力強かっ

たです。「６年生が卒業しても大丈夫、自分たちが大門小学校を受け継いでいくよ」と言う

自信が伝わってきました。来賓の方々から、「大変素晴らしい卒業式でした」とありがたい

お言葉をたくさんいただきました。がんばれ！大門小卒業生。 
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３年 サクラマスの放流 ～ふるさとは命に満ちる～     

３月 12 日（木）３年生がこれまで育ててきた

サクラマスの稚魚（ヤマメ）を庄川に放流しに

行ってきました。 

庄川漁連（庄川沿岸漁業協同組合連合会）の

髙木さんのお話を聞き、「元気に帰ってきてね」

と声をかけながら、冷たい庄川の水に稚魚を放

しました。 

サクラマスの稚魚は、１年間は庄川に滞在し

て、１年後の冬に川を下り、オホーツク海を回

遊します。その１年後に産卵のために庄川に帰

ってきます。しかし、自然とは厳しく、戻って

こられるサクラマスは約 0.3％、1000 匹に３匹だそうです。 

３年生の子供たちは、これまで卵（イクラ）から生まれた稚魚を４ヶ月間、愛情を注い

で育ててきました。命のつながりや命の大切さをしっかり学んでくれていると思います。 

サクラマスの稚魚ヤマメは、児童玄関のトミヨの左側の水槽にも入れました。小さいけ

れどヤマメの特徴である模様がはっきりとあります。これからの成長を見守っていきたい

と思います。  

春を告げる大門小学校の花たち 
 学校の校庭やビオトープの春を告げる植物を紹介します。 

   
コブシ 旧大門町の花です。つ
ぼみの先が割れてきました。白
い花が咲きます。 

紅梅 ピンクの梅の花です。
総合体育館側に紅白で１対あ
ります。 

白梅 白い梅ですが、つぼみ
が少なく、あまり咲いていま
せん。 

   
マンサク ビオトープにある早
春を代表する黄色い花です。 

バイカモ 春になり小さな花
をつけ始めました。 

ヒメリュウキンカ 植えてい
ないのにすごく増えていま
す。  


